


高効率軽量ファン・タービン技術実証（aFJR）
【航空技術部門の重点化課題（3つの柱＋基盤技術）】

 国の方針や社会ニーズに基づき、「環境」「安全」「新分野創造」の３つの研究開発プログラムを
推進するとともに、これらを支える基礎的・基盤的な航空宇宙技術の研究に取り組んでいます。
特に航空環境技術と航空安全技術に関する研究開発を重点化しています。
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高効率軽量ファン・タービン技術実証（aFJR）
【JAXAの研究開発プロジェクト】

 高い水準の技術目標を掲げ、獲得した技術の社会的・経済的な波及効果をこれまで以上に意識
した出口指向のプロジェクトです。企業等とターゲットを共有し、連携して研究開発を実施しました。

 aFJRプロジェクト（実施期間：FY2014～FY2017）で開発した技術は、文部科学省の「戦略的次世代
航空機研究開発ビジョン」において、優位技術の開発とされたファンや低圧タービンの技術です。
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高効率軽量ファン・タービン技術実証（aFJR）
【軽量ファンブレード技術】
 JAXAの高速衝撃試験装置により、中型鳥（2.5ポンド）相当の飛翔体（ゼラチン球）を離陸速度

相当で打ち込み高速衝撃荷重を与えた実証試験を行い、CFRPブレードに有害な変形・損傷が
発生しないことを実証しました。高速衝撃解析の予測能力についても確認することができました。

CFRPブレードの高速衝撃解析CFRPブレードの高速衝撃試験









高効率軽量ファン・タービン技術実証（aFJR）
【軽量タービンブレード技術】

 過回転防止設計技術： 万一の駆動軸破断時でも、タービンの動翼と静翼を干渉させて動翼を破
壊し、空力回転トルクを消失させることによりオーバスピン（過回転）を防止し、回転部材のコンテ
インメント性を確保するフェールセーフ設計技術です。

 タービン翼を新素材CMCで製作する場合、その高速衝撃破壊特性に適した過回転防止設計が
技術的にキーとなります。
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過回転防止設計（低圧タービンシャフト破断事象に対する安全設計）



高効率軽量ファン・タービン技術実証（aFJR）
【軽量タービンブレード技術】
従来の耐熱合金よりも軽量で耐熱性の高いセラミックス基複合材（CMC※1）製とすることにより、

大幅な軽量化が可能となります。これを実現するため、CMC製ブレードに適した過回転防止設計
（※2）を開発し、回転衝撃破壊試験において安全にCMCブレードを破壊できることを実証しました。

タービン翼列全周衝撃破壊解析

CMC翼モデル回転衝撃破壊試験

CMC翼モデル衝撃解析

回転衝撃試験装置
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※1 Ceramic Matrix Composites
※2 低圧軸が破断した万⼀の場合に回転翼部の過回転を防⽌する設計














